
関心の高まる「米の作況」について記者懇談会で広く発信！

静岡県拠点

○ 施策分類
広報

○ きっかけ・背景、課題の把握
令和６年８月以降、全国的に米の品薄状況が顕在化したことで
新米供給への関心が高まるなか、報道機関を通して県内へ米の作
況に関する情報を広く発信すること、そして報道機関における県
内の農業情勢に対する理解増進を目的に記者懇談会を開催した。

○ 取組の内容
作物統計調査「令和６年産水稲の作付面積及び10月25日現在の
予想収穫量」について、全国の作況指数は平年並みであったもの
の、静岡県は気象の変動が重なった結果、全国最下位となったこ
とを丁寧に説明した。また、調査で使用する道具や被害粒の例な
どを展示し、実際に現物を用いながら調査方法について解説した。
さらに、拠点発刊の広報誌や拠点が収集した県内の新規就農者の
取組事例についても、報道関係者が取材先を選定する上での参考
として情報提供を行った。

○ 効果・成果、今後の方向性
 記者懇談会には、新聞社３社（記者４名）が参加。後日、静岡
新聞と中日新聞において、懇談会時の説明内容を含む記事が掲載
された。今後も継続して記者懇談会を開催するとともに、県政記
者室への投げ込み等を活用し積極的に報道関係者へ情報提供を行
うことで、県内へ農政情報を広く発信していきたい。

体制図

関東農政局

▲調査で使用する道具（縦目ふるい）や被害粒・未熟粒
を展示し、実物を実際に見ていただきながら説明。

令和６年度

新米供給への関心が高まるなか、米の作況に関する情報発信と報道機関における農業情勢に対
する理解増進に向け、記者懇談会を開催。

【その他】

 拠点が収集
した県内の新
規就農者の取
組事例（拠点
HPに掲載）に
ついても紹介。

静岡県拠点 報 道 機 関

記者懇談会で、米の作
況について丁寧に説明

県 内 消 費 者

農政情報について積極
的に情報提供

今年の米の状況
は…？

説明内容
を新聞に
掲載。広
く県内へ
発信
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